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テ
ニ
ス
の
心
理
学

〝
心
〞
技
体
を
鍛
え
て
メ

ン
タ
ル
タ
フ
に
な
れ
！

 

佐
藤
雅
幸 

著

　
著
者
は
こ
れ
ま
で
ジ
ュ
ニ

ア
か
ら
ト
ッ
プ
プ
ロ
ま
で
、

多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
心
理

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
。
一

般
的
に
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
前

向
き
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
い
る
が
、
競
技
に

真
剣
に
取
り
組
む
ほ
ど
、
壁

に
突
き
当
た
り
、
悩
み
、
苦

し
ん
で
い
る
。

　
本
書
で
は
、
著
者
の
専
門

研
究
領
域
で
あ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
」
と
「
テ
ニ
ス
の

指
導
理
論
」
を
組
み
合
わ
せ

て
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
抱
え
る

心
理
的
な
問
題
の
解
決
法
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
テ

ニ
ス
の
選
手
や
コ
ー
チ
の
、

現
場
で
の
課
題
解
決
に
役
立

つ
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

一
般
の
方
々
の
人
生
に
お
け

る
考
え
方
な
ど
に
も
応
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
生
は
ド
ラ
マ
の
よ
う
な

も
の
で
、
脚
本
を
書
く
の
は

あ
な
た
自
身
。
今
日
ま
で
の

ス
ト
ー
リ
ー
は
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
明
日
か
ら
の

ス
ト
ー
リ
ー
は
書
く
こ
と
が

で
き
る
。
ド
ラ
マ
の
最
終
章

を
ど
う
す
る
か
…
…
。
そ
の

ヒ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

社
・
税
込
み
１
９
８
０
円
）

　
編
著
者
（
さ
と
う
・
ま
さ

ゆ
き
）
経
済
学
部
教
授
。
ス

ポ
ー
ツ
研
究
所
顧
問
。
ス
ポ

ー
ツ
心
理
学
、
テ
ニ
ス
。

山
地
と
人
間

専
修
大
学
文
学
部
環
境
地

理
学
科 

編

　
日
本
人
に
と
っ
て
山
地
は

身
近
な
存
在
と
い
え
る
。
本

書
は
、
学
科
の
９
人
の
ス
タ

ッ
フ
が
、
山
地
と
人
間
の
織

り
な
す
さ
ま
を
描
き
だ
す
。

　
山
地
と
い
う
自
然
環
境
は

ど
の
よ
う
な
特
色
を
有
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は

山
地
の
地
形
の
成
り
立
ち
、

山
地
特
有
の
気
候
と
生
き
物

の
姿
、
そ
し
て
、
山
地
の
も

た
ら
す
災
害
が
示
さ
れ
る
。

　
そ
の
上
で
、
山
地
を
人
間

が
ど
の
よ
う
に
見
て
、
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
き
た
の

か
。
荘
園
図
に
描
か
れ
た
山

地
、
山
地
の
占
有
と
利
用
の

変
遷
、
さ
ら
に
は
、
人
口
の

変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
最
後
に
、
人
口
が
減
少
す

る
山
地
に
、観
光
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
る
人
々
、

さ
ら
に
は
移
り
住
も
う
と
す

る
人
々
の
動
向
を
示
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
地

理
学
の
立
場
か
ら
山
地
と
そ

こ
に
お
け
る
人
間
の
活
動
を

俯
瞰
し
よ
う
と
す
る
。
山
地

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
理
学
の
見
方
に
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
専
大
出
版
局
・
税
込
み
２

６
４
０
円
）

　
経
営
学
部
卒
業
生
の
集
い

「
Ａ
ｎ
ｎ
ｕ
ａ
ｌ 

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ（
定
例
年
次
集
会
）」

が
６
月
24
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
約
40
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
。
卒
業
生
に
よ
る

講
演
、
卒
業
生
・
在
学
生
共

同
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
交

流
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
年

の
垣
根
を
超
え
て
親
睦
を
深

め
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
青
木
章

通
学
部
長
は
「
経
営
学
部
で

は
『
理
論
と
実
践
の
融
合
』

を
理
念
に
掲
げ
て
い
る
。
卒

業
し
て
も
学
び
は
終
わ
ら

ず
、
社
会
経
験
を
経
て
更
な

る
学
び
が
必
要
と
な
る
。
交

流
と
学
び
の
場
を
提
供
し
た

い
」
と
意
図
を
語
っ
た
。

　
初
開
催
と
な
る
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
学
び
直
し
の
一
つ

で
、
業
務
上
必
要
な
ス
キ
ル

を
磨
く「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」。

転
職
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
及
川

潤
さ
ん
（
平
19
卒
）
と
千
葉

真
穂
さ
ん
（
平
28
卒
）
が
体

験
談
を
話
し
た
。と
も
に「
継

続
的
な
学
習
が

不
可
欠
」
と
述

べ
る
と
、
馬
塲

杉

夫

教

授

は

「
知
識
に
は
寿

命
が
あ
り
、
常

に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
知

識
を
深
め
る
こ

と
に
加
え
、
専

門
外
を
学
ぶ
こ

と
が
大
切
だ
」

と
解
説
し
た
。

　
引
き
続
き
、

福
原
康
司
教
授

の
進
行
で
、
ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ

ス
タ
イ
ル
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
自

由
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
藤
島
美
聡
さ
ん
（
２
年

次
）
は
「
職
業
・
年
齢
も
バ

ラ
バ
ラ
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
楽
し
く
、
実
体
験
に
基
づ

い
た
発
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
は

説
得
力
が
あ
っ
た
。
私
も
先

輩
方
を
見
習
っ
て
、
学
び
続

け
た
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
落
谷
正
至
さ
ん

（
平
19
卒
）
は
「
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
意
見
は
自
身
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
置
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
、
参
考
に
な
る
話

が
多
か
っ
た
」
と
語
り
、
浦

木
一
心
さ
ん
（
令
５
卒
）
は

「
変
化
の
大
き
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
学
び
直
し
が
大
切

だ
と
再
認
識
で
き
た
」
と
話

し
た
。

　
本
学
水
泳
部
の
水
球
チ
ー

ム
が
、
水
球
の
男
子
香
港
代

表
と
の
合
同
練
習
を
６
月

21
、
22
日
の
２
日
間
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
体
育
館

で
行
っ
た
。
香
港
代
表
は
選

手
20
人
と
指
導
者
２
人
が
来

学
。
両
チ
ー
ム
は
、
温
水
プ

ー
ル
で
の
練
習
試
合
（
８
分

×
６
本
）
や
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

の
練
習
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
組
み
、
互
い
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　
本
宮
万
記
弘
コ
ー
チ
は

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
の

合
同
練
習
は
初
め
て
の
こ

と
。
代
表
チ
ー
ム
は
練
習
で

も
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、

あ
き
ら
め
ず
に
プ
レ
ー
す

る
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
を
選

手
に
も
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
」
と
成
果
を
語
っ
た
。

　
中
山
弘
翔
主
将
（
経
済

４
）も「
と
て
も
い
い
刺
激
に

な
っ
た
。
海
外
の
選
手
は
フ

ィ
ジ
カ
ル
が
強
く
、
そ
れ
に

応
じ
た
戦
い
方
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
今
回
の
経
験

を
今
後
に
生
か
し
た
い
」
と

振
り
返
っ
た
。

※
写
真
は
専
大
ス
ポ
ー
ツ

編
集
部
が
撮
影

　
専
修
大
学
ス
ポ
ー
ツ
研
究

所
（
佐
藤
満
所
長
）
と
東
京

都
狛
江
市
教
育
委
員
会
（
柏

原
聖
子
教
育
長
）
が
ス
ポ
ー

ツ
や
教
育
分
野
に
関
す
る
連

携
・
協
働
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
た
。
締
結
式
が

６
月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
佐
藤
所
長
と

柏
原
教
育
長
が
協
定
書
に
サ

イ
ン
を
交
わ
し
た
。

　
前
所
長
の
佐
竹
弘
靖
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
が

狛
江
市
教
育
委
員
会
主
催
の

「
狛
江
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
講

演
会
」
で
講
師
を
務
め
る
な

ど
、
両
者
は
こ
れ
ま
で
も
協

力
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
回
の
協
定
で
更
な

る
連
携
の
強
化
が
期
待
さ
れ

る
。

　
佐
藤
所
長
が
「
狛
江
市
の

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
一
助
と

な
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

く
」
と
展
望
を
語
る
と
、
柏

原
教
育
長
は
「
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
と
近
い
狛
江
市
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
専
修
大
学
に

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
希
望
を
述
べ
た
。

　
締
結
式
に
出
席
し
た
佐
々

木
重
人
学
長
は
「
本
学
は
社

会
貢
献
に
力
を
入
れ
て
お

黒
門
寄
席

▽
日
時

７
月
28
日
（
金
）

18
時
開
演

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

10
号
館
16
階
相
馬
永
胤
記
念

ホ
ー
ル

▽
出
演

桂
小
文
治
さ
ん

（
昭
55
商
）
／
た
ち
ば
な
家

半
志
楼
さ
ん
（
昭
48
経
済
）

▽
無
料

旴
黒
門
寄
席
事
務
局
（
専
修

大
学
総
務
部
庶
務
課
）

℡
03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
１

り
、
な
か
で
も
ス
ポ
ー
ツ
研

究
所
は
積
極
的
に
地
域
で
活

動
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
や

教
育
分
野
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
」
と
話
し
た
。

新
た
な
交
流
と
学
び
の
場
に

自身の体験をもとにリスキリングについて話した及川さん

和やかな雰囲気で行われた卒業生・在学生共同のグループワーク

経営学部卒業生の集い「Annual Meeting」経営学部卒業生の集い「Annual Meeting」

水泳部・水球チーム

香港代表と合同練習

連携・協働に関する包括協定締結

協力を誓い、スポーツ研・狛江市教委の関係者で記念撮影

激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
選
手
た
ち
。
白
い
帽
子
が
専
大

　
　
　
　 

【
撮
影
】
高
橋
尚
之
さ
ん
（
経
営
４
）

セットプレーの練習　　【撮影】鶴本あいさん（法３）

スポーツ研究所と狛江市教育委員会

　学術文化会に所属するサーク
ルが研究や練習の成果を披露す
る第56回黒門祭が６月30日か
ら３日間、生田キャンパスで開
催された。対面形式は４年ぶり
で、15団体が演奏会や作品展示
を行った。

三曲研究会

カメラクラブ美術研究会

第56回黒門祭


